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　21世紀のジャーナ リズムはどうなるか。ジャーナ リズムの中核 を担 う新聞やテ レビのメディア ・
システムは現在の ような形態 を保ち続けているだろうか。21世紀IT革命の進行のなかで、最 も大
きな影響を受けるメデ ィアは、既成の新聞や地上波テレビであるといわれる。 この論考では、現代
社会の情報化革命のなかで、 ますます複雑化するフ ァク トの全貌 を解読 し、伝 える現代のジャーナ
リズムの役割を再考 し、新 しいジャーナ リズムの形態である電子 ジャーナ リズムの可能性 を考察す
る。
　 ところで、ジャーナ リズムについて一一言すれば、ジャーナ リズムが誕生 したての西欧では、オノ
レ ・ド ・バルザ ックがいうように、ジャーナ リス トとは、新聞記者だけではな く、学者、作家、芸
術家、政治評論家な ど近代的な「知」の担い手であるすべての著述家、知識人を指 していた。アダム ・
ス ミス、グロティウス、モンテスキ ュー、ル ソーな ども、 ジャーナ リス トの範疇にあ った1)。しか
し、 ここではウ ォル ター ・リップマンの古典的な著作 に依拠 しつつ、 ジャーナ リズム とはおおよそ
次のように説 明しうる。rジャーナ リズム とは、近代社会における人間共同体(公共)の場で生起す
る諸事実(隠された事実 も含む)に光を当て、 これ らの諸事実を相互に関連づけることで、社会的、
1)バルザ ックrジャーナ リズム博物誌 』鹿 島茂訳、新評論 、pp.24-25
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人間的な真実へ と接近 し、共 同体の成員に共通の価値観 と行動の指針を示すことで世論 を形成する。
それによって共同体の成員は心理的、内的な結合を深め、民主主義的な価値 を深化させる」2)。
　市民革命期 をへて近代市民社会が成立 してか ら現代にいたるまで、上述のジャーナ リズム機能の




　いわゆ るrlT革命」下の電子情報化 とグローバル経済の拡大に よって、付加価値 の高い情報 の経
済価値が増大す ることは容易に理解で きるが、事象(ファク ト)や見解(オピニオン)を市民社会に公
表 し、世論を喚起 させる「公共的情報」を担 うジャーナ リズムの可能性 と肯定的な役割 に関 しては、
予測できない部分がなお多 く存在 している3)。
　情報化が加速 し、 インターネ ットや電子化 した情報産業の巨大化 と娯楽志 向の拡大 によって、公
共的情報 を提供するジャーナ リズム機能は著 しく弱体化するのではないかとい う危惧が、近年のジ
ャーナ リズム論のなかではむ しろ強い4)。
　 しかしなが ら、た とえば「BBC放送の歴史」を研究するアーサ ・ブ リッグスは、 イン ターネ ッ ト
を駆使す ることで、ジャーナ リズムの機能は増進す ると次のように述べる。「イン ターネ ッ トを有
効 に使 うことによって、ジャーナ リス トは現在の編集技術を乗 り越 え、読者 にこれまで以上に統合
的で、脈絡あ る事件 の内容を届けるこ とが可能になった」5)。すなわち、複雑な背景を背負 った社
会現象を単純化 して説 明する試みはもともと無理なことで、かえってフ ァク トの全貌をわか りに く
くする。ブ リッグズは、既成メデ ィアの伝統技法である「逆三角形」の記事執筆の技法 とスタイルの
価値観 を逆転 させることに、新 しい意義 を見 出している。ブ リッグズは、「ジャーナ リズムの役割
はものごとの説明の単純化ではな く複雑化である。 つま り読者 ・視聴者 に事件の複雑 さを理解させ
ることがジャーナ リス トの使命である」と述べている6)。
　つま り、フ ァク トの単純化 とい う技法のために、 ジャーナ リズムは現代社会における複雑な事件
の背景を読者 ・視聴者 に、十分に伝えることがで きなかった。読者 はフ ァク トの認識や真実に対す
る枯渇感を抱 いていた というべきであろう。読者、視聴者をこの枯渇感から解放 し、フ ァク トの正
確な認識 と真実への接近を可能にするのが、ジャーナ リズムの電子化であ り、 インターネッ トの利
点だ とい うのである。なぜな ら、ネッ トはだれに対 しても自由に開放 されてお り、記事の掲載量の
制限はない。読者 はリンクサイ トをクリックして、 自分が欲するさらに詳 しい情報サイ トへ入 るこ
とが出来る。 しか し興味のない読者は、それ以上アクセスする必用 はない。記事の提供者であ るジ
2)W・ リ ッ プ マ ンr世 論 』下 、　 掛 川 ト ミ子 訳 、 岩 波 文 庫 、1987、pp.214-222
3)花田 達 朗 「情 報 化 時 代 に お け る 公 共 空 間 の 可 能 性 」rメデ ィ ア と公 共 圏 の ポ リ テ ィ ク ス 』所 収 、 東 大 出 版 会 、1999、
　 p.87参照





ヤーナ リス トは気が済むまで書 き続け ることができるし、読者は十分に知 る権利 と、読まない権利、
さらにいつで もサ イトか ら離れる権利をもっている。つま りスペース と時間の制約か ら解放 された
ジ ャーナ リズムの完全な自由空間がネ ッ ト上 には存在 しうるのである。例 えば、コソボ紛争を単純
化 していうには、実 にわか りに くい民族 ・宗教紛争が背景にあるが、 リンクを増やす ことで関連す
る歴史の複雑な背景を十分に説 明し、理解を促すことができる。
　福祉や環境汚染の問題や政治への無関心層 に対 しても、具体的な事例を多様な リンクサイ トによ
って説 明し、 自らアジ ェンダ(論点)を設定 して、市民 に対 して政治的な参加を促すことがで きる。
このようにジャーナ リス トたちがネ ット上の リンクサイ トを うま く使い こなすようになれば、現政
府の失敗を単細胞的に強調するたぐいのスキャンダル報道に陥 ることな く、冷静 な論点 と現実的な
処理法を読者に喚起することができるはずである。それによって、情報的付加価値の高いジャーナ
リズムの権威 と影響力はさらに増大す るのではないだろうか。 これがブ リッグスの結論である7)。
　上述 したように、電子ジ ャーナリズムの出現は従来の新聞記事記述の技法やスタイルを百八十度
転換すると考え られる。従来の新聞記事 は紙 という限 られたスペースの制約のために、内容を要約
し簡略化 して単線的に記事を記述することに力点が置かれていた。 いわゆる5WlH(い つ、 どこ
で、誰が、いかなる方法 で、何を したか、なぜそれをしたか)という取材データを完備 したファク
ト、いわゆる「逆三角形スタイル」の新聞記事がその典型 である。新聞は、 どこの国の新聞であろう
とも、見出 しと前書 きの文章だけ読めば、内容の概略がわかるように書かれている。さらに、紙面
の都合でデス クが記者の書いた文章 をどこでカットして も、記事 としての完成度は損なわれない書
き方が、逆三角形型の文章 である。重要 な事項か ら記事 を書 き進め、 スペースの都合でどこでカッ
トされても支障がない文章技法を身につけた記者が、プロフ ェッシ ョナルなのである。
　 このような記事作成の技法は、 とりわけ言論の自由が保証 された先進国の 自由なジ ャーナ リズム
市場のなかで磨 かれて きた。明治維新の西欧化のなかで、江戸時代のかわ ら版か ら脱皮 した 日本の
商業新聞(たとえば朝 日、毎 日、読売の各新聞)も、すでに100年を超 える歴史を持ち、そのなかで
日本型新聞ジャーナ リズム として独 自の文章技術 とスタイルを錬磨 して きた8)。しかしなが ら、 こ
の技法はフ ァク トとしての事件 を簡潔に速報 して遠景のイメージを伝 えることにおいては正確であ
るが、近景のなかに記事を置いた場合、必ずしも正確なファク トを反映 しない。例 えば、たまたま
遭遇 した事件の当事者が感 じる報道 と現実の落差は この ことを物語 る。ひ とつの事件には複雑なフ
ァク トの集積があ るので、それ らのファク トを精密に再構成することで しかその事件の本質は理解
で きない。その意味で、逆三角形型の文章技法には、真実に到達す るうえで、限界があった。
　 ウ ォル ター ・リップマンは、「ニ ュースのはた らきは一つの事件の存在を合図することである。
真実のはた らきはそこに隠されている諸事実 に光をあて、相互に関連づけ、人び とがそれを拠 りど
ころ として行動で きるような現実の姿を描 き出すことである。」といっている9)。
7)前掲Andrew　C.　Gordon論文参照
8)日本型ジ ャー ナ リズムの特質 に関 しては、拙著r日本型 メデ ィア ・システムの崩壊』所収、第4章 「不偏不 党言論
　の興亡」を参照、柏書房、1997
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　 1922年に刊行 された著作 における上述の リップマンの指摘は、「公共圏」における近代ジャーナ リ
ズムの存在理 由を理念的に見事に語 っている。 しかしこれは、ジャーナ リズムの実践現場ではいま
だ実現 され得 ない「理想形」ということがで きよう。 ここでは、 リップマンが示 したジャーナ リズム
の理想型に立ち戻 りつつ、 インターネ ット時代 におけるジ ャーナ リズムの新たな可能性について考
察することが肝要である。
　情報化 と通信技術の革新が同時並行的に進展する現代社会では、生起す るニ ュースのバ ックグラ
ウン ドは極めて複雑で多様である。 この ような複雑多様な背景をもつニ ュースの事象を読み解 くに
は、事件 を単純化 して伝えるこれまでのニ ュース作 りの手法は通用 しな くなるだろう。なぜなら複
雑な態様 こそが現代の事件の特徴であ り、 これの意味解明のためにはいわゆる"超領域"のアプロー
チが必要 となることは、論 をまたない。
　その点で、スペースや時間の制約 と競争 しながら記事を作 ってきた新聞やテレビなど既製の メデ
ィア と違 い、電子化 したジャーナ リズムはユーザーの情報ニーズや知的欲求の選択肢をい くらで も
拡大することがで きる。なぜな ら、電子化 した情報空間には量的な制約はない。理論的にいえば、
メ ッセージを無限に蓄積することが可能であ る。
　読者はク リックを繰 り返す ことで、ニ ュースの全貌のほかに解説、脈絡、関連や比較 の必要デー
タを無制限に入手す ることができる。これが電子ジャーナ リズムの強みである。新聞の制約はスペー
スの狭 さであ り、 テレビの制約は一 日は24時間しかない という時間の制約であ った。 こうした物理
的な制約のために、従来のジ ャーナ リズムの記事作 りの手法は、必然的にニュースの特性の単純化
にむかわざるを得なかったのである。
　 しかし上述のアン ドリュー ・ゴー ドンの指摘 によれば、記事の単純化 から複雑化 とい う流れが、
新 しい電子ジャーナ リズムの条件になった10)。ゴー ドンの指摘 をまつまで もな く、現代社会のカオ
スにも似た複雑に動 く諸相 を読み解 くために、電子 ジャーナ リズムは既成ジャーナ リズムにはない
可能性を もつことは明 らかである。
　 しかしなが ら、記事の複雑化はファク トに対する予測不可能なカオスを意図するものではない。
ここで、キ ャニオン ・ロー ド沿いの芸術家村を中心 に、ポニーテールの大学院生か ら、物理学者、
ノーベル経済学賞の人 々が広範に集まって1980年代 に設立された現代科学革命の震源地 といわれる
米国のシン クタンク、サンタフェ研究所が提起 した「複雑系」における「カオスの縁」にかかわる理論
を参照 しておきたい。r…すべての複雑系は、秩序 と混沌 をある特別な平衡 に導 く力を有 している。
しば しば くカオスの縁 〉と呼ばれるこの平衡点は、システムの構成要素 が秩序に固定 されて もいな
いし、それでいて分解 も混乱 もしていない ような状態である。カオスの縁 とは、生命がみずからを
支 えるのに十分な安定性を有 しているところ、生命 という名 に値する十分な創造性を有 していると
ころ、である。カオスの縁は、新 しいアイディアや革新的な遺伝子型が現状の縁を永遠 に侵食 して
い くところ、難攻不落の古い要塞がついには打ち砕 かれるところ、なのである。 カオスの縁は、何
9)W・ リ ヅ プ マ ン 「世 論 』(下)掛川 ト ミ 子 訳 、 岩 波 文 庫 、1987、p.214
10)Andrew　C.　Gordon前掲 論 文 、　p.176
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世紀 にもわた る奴隷制度や人種隔離政策 が突然1950年代、60年代の市民運動に屈 した ところ、70年
間のソ連共産主義が突然政治的混乱 と動揺に屈 した ところ、長いあいだ保たれていた進化上の安定
性が突然大規模な種の形質転換に屈 した ところ、である。 カオスの縁は、間断な く移動 してゆ く
r停滞 とアナーキーの間にある戦場』であ り、複雑系が自発的、適応的であ り得 るところ、活気 を帯
びる ところである。」11)。それは、「根源的な統一へのビジ ョン」発見への欲求である。
電子新 聞 の実験
　 世 界の有 力 な大新 聞 は電子 新 聞の実験 に力 を注い でい る12)。オン ラ イン料金 を課 してい る有 力新
聞 も多 く、 ニ ュー ヨー ク タイムズ や朝 日新 聞、 ワシ ン トン ポ ス トな ど 日米 の有 力新 聞社 で はオン ラ
イン新 聞 の一部 を有 料化 してい る。ニ ュー ヨー ク タイムズ は海外 に限 って新 聞 と同 じ月額35ドル を
徴 収 してい る。 朝 日新 聞な どもフ リー の オン ライン ・サー ビスの ほか に、 記事 検索 や デー タベー ス
部 門で料金 を課 してい る。 しか しまだ試 行 の域 を出 ず、せ いぜ い本紙 の広 告 の役 割 しか果 た し得 な
い とい うのが現 状 だ ろ う。既成 の新 聞社 がオン ラ イン新 聞を無料 で読 者 に提供 して も経 営上 の痛痒
は な いはず で あ る。 しか し、現 在、 日米 の大新 聞 のオ ン ラ インの ヒ ッ ト数 が一一日200万回以上 に も
達 して い るこ とを考 えれば、 ビジネス 的 に も電子 新 聞の将 来 の可 能性 は大 きい と見 な ければ な るま
い。 日本 の大新 聞 よ り発 行部数 の 少な い米 国の新 聞 は、発 行部数 なみの ヒ ッ ト数 を確保 して い る。
既製 の新 聞社 に とって、 新規 の オン ラ イン新 聞経 営確立 は無視 で きない課 題 だが、 い まの ところブ
ラン ドとして名 の あ る大 新 聞が 日米 ともオン ライン で も優 位 にた ってい る。 しか し、 その優位 は い
つ まで続 くの であ ろ うか。
　 世 界の オン ラ イン新 聞の数 は、 イ リノイ大 学 のEric　K.　Meyerの調 査 に よる と、1998年9月現在
で、 約5000にのぼ って い る。 この数 字 は、1994年の20にくらべ、250倍にな って い る。 約5000のオ
ン ラ イン新 聞 の57%がア メ リカ に拠 点 を もつが、 残 りの43%は、 カナ ダ、 イギ リス、 ノル ウ ェー 、
ブ ラジル、 ドイツが 占め、 アジ アの中 で は イン ドが圧倒 的 に多 い(AJR　NewsLink,　Week　of　Jan.
9　through　15,2001)o
　 一 日の ヒ ッ ト数 を見 る と、朝 日新 聞 が世界 一 で一 日250万回前後 、 ロサ ンゼ ル ス ・タイムズ の百
万 回やニ ュー ヨー ク タイム ズの5、60万回、 ル ・モン ド4万 回、 タイムズ が一 月350万回、 イン ドの
ザ ・ヒン ズー25万回、 中国 の人民 日報6-8万 回な どを記録 してい る13)。
　 また シ リコンバ レー の経 済情 報 に力 を入 れて い るサン ノゼ ・マー キ ュリー ・ニ ューズ の場合 、一
日の紙面 更新 は数十 回 を数 え、 ヒ ッ ト数5、60万回で紙 の新 聞 と同等 の精 力 をオ ン ラ イン に傾 け て
い る14)。サ ン ・ノゼ ・マ ーキ ュ リーは全 米 で第二位 の ナ イ ト ・リッダー ・グル ー プに属 す るが、95
年 に イン ター ネ ッ トを利 用 した電 子新 聞開発 に、 会社 の方針 を切 り替 えた といわ れ る。 これ に つい
11)M・ミッチ ェル ・ワー ドロ ップr複雑系』田中三彦、遠山峻征訳 、新潮文庫、2000年、pp.14-15




て同社幹部 は、「…昨年来の イン ターネ ッ トの普及は、既存の技術的条件 のなかで進展、 これによ
る電子的な情報提供サービスの可能性が現実に急速 に拡大 した。そのため、 インターネ ットを利用
する方向を追求 しなかった ら、そ こか らはみ出されて しまう恐れが生 じてお り、われわれ として も
方針転換せざるを得なかった」と語 っている15)。また世界的なメディア王 といわれるルパー ク ・マー
ドックが買収 した英国の名門新聞「ザ ・タイムズ」は、将来はオン ライン分野で金を稼 ぐことをうた
い、「新聞を超えるインターネ ッ ト編集の確立」を目標に掲げている。
　 こうした通信技術の進化 と記事や内容を作 る方法論 の変容は、肝心な中味 としてのコンテンツに
どの ような変化を もた らすのであろうか。 より本質的な問題は技術の進化ではな く、 インターネ ッ
トにおける電子新聞の内容であ り、 コンテンツにあるか らである。
　上述 した ように、先進諸国の既製のマスメデ ィアは、新聞、テレビを問わず競 ってインターネ ッ
トを利用 した電子化の方向に動いている。 しかしこれ らのインターネ ッ トサイ トで使われる記事や
コンテンツの多 くは必ず しもオンライン用 に作 られた ものではない。新聞でいえば、ニ ュースの素
材は印刷 メデ ィア としての新聞に掲載 されたニ ュースや記事をそのまま援用 したものが多い。従 っ
て本紙の紙面 を読んでいる人に とって、紙の新聞の焼 きなおしにすぎないオンライン新聞は必要 で
はないのである。
　た とえ電子化 して も、ハンディで持ち運びがで き、す ぐ読める紙の新聞がな くなることはないだ
ろう。 しかし新聞読者は減少傾向にあ り、若い世代 に浸透 している新聞離れを見れば、既成の新聞
の将来はあま り明る くはない。少な くとも日本の 日刊新聞の総発行部数 と販売部数の伸び率および
販売収入、広告収入は、90年以降、長期的に頭打ちないしは減少傾 向にあ り、高度成長時代の よう
な膨張を続けることはむつかしい16)。日本では昭和45年くらいから新聞の総発行部数が増大 した結
果、人 口に占め る新分母総和 が大 きくな り、一一部あた りの読者数は2人 以下 になった。新聞普及率
を示すこの数字の比率は45年以降、ほぼ横ばいで推移 してお り、新聞販売のマーケ ットがすでに飽
和状態 にあるこ とを示 している17)。すなわち、ある新聞の部数拡大のためには他紙のシ ェアを食 い
つぶすしかないのである。 こうした現状のなかで、電子新聞が新たなビジネスチャンスの可能性 を
広げている。
　既成のプ リン トメディア としての新聞は、紙、印刷、発送、販売、読者を結ぶ複雑なルー トで結
ばれている。 また紙面の編集に必要な経費 に加えて、印刷発行から販売にいた るサーキ ュレーシ ョ
ンの維持には莫大な金がかかる。特に数百万か ら1千万 とい う巨大部数を発行す る日本の大新聞は、
零細なジ ャーナ リズム産業ではな く、社員 を数千人 もかかえる巨大な メディア情報産業である。 と
ころが、インターネ ットを使 って同様の電子新聞を出した とす ると、紙はいらないし、印刷 も不要、
発送 から販売まで も電子化で きるから従来の ような経費は不要になる。 さらに紙を使わな くなって
15)桂敬一「マル チメデ ィア と新 聞の変 容」、天野勝文 ほか編 『岐路 に立つ 日本の ジャーナ リズ ム』所収、 日本評論社、
　 1996,　p.172












パルプはい らな くなるし、古紙 もでない。パルプのための森林伐採はな くな り、環境には優 しくな
る。オフィスビルの縮小で土地使用コス トも大幅に削減 できる。記者は在宅勤務 が可能にな り、社
員数は大幅に減 らすことができるだろう。料金徴収はネ ット上のクレジット決済ですむか ら、販売
業務や集金 にかかるコス トも不要にな る。電子新聞社の必要経費は、取材 と編集のための人件費 と
通信経費、これに組織管理の費用だけになる。この ような大幅なコス ト削減によって、本来のジャー
ナ リズムの仕事 に豊富な人材 と資金を投入することがで きる。販売競争は紙面の質だけの勝負 とな
り、紙面の外で行われてきた景品やクーポン付 きな どの競争 は不必要 になる。机上の計算だ と、大
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学の大教室 くらいのスペース と数十人のスタッフ、十数台コンピュー ターがあれば、部数十万部 に
相当するオンライン新聞を発行することは可能だ といわれている。
　サン ・ノゼ ・マーキュリーのように数十万部 ほどのサイズの既成新聞社であればオンライン新聞
への移行はまだしもや りやすいが、 日本の全国紙のように従業員数千人規模 をかかえる大企業の場
合、印刷、輸送、販売、広告、事業な どに関わる系列の子会社 をかかえている。 もしもビジネスレ
ベルの合理化 でオンライン化を一方的に推 し進めれば、当然ながら大規模な人員整理 一リス トラに
直面せざるを得ない。 この場合、新聞の中味を どうするか とい う問題だけではな く、新聞社の社員
だけではな く関連産業の合理化のゆ くすえまでが問題 となる。そのさいの問題の中心は雇用問題 で
ある。
　 したがってオンライン新聞が実験的には成功 した として も、実際のビジネスの分野 にどう適用 で
きるかは未知数であ る。オンライン新聞購読者 に対 してどのように して料金 を課 し、徴収するか、
バナー広告のような広告料金の算定を どうす るかなどにかかわる具体的な方法論はまだ確立 してい
ない。 しかしそれ以上 に重要な点は、オンライン記事の信頼性をどの ようにして確保するか とい う
ことだろう。公共圏の形成に関与する「公共情報財」としての電子ジャーナ リズムを どのように育て、
オンライン上 に確立するか。また無秩序でアナーキーなインターネ ット情報空間において、公共的
役割 と機能を もつ情報を どの ように選別 し読者 に提示することがで きるのか。それが問題である。
もしも電子空間が単なる自己PRや 商売や趣味、欲望や嗜好を表現す るための個別の情報消費空間
にすぎず、情報の公共性を担保する方法論 が見つか らないのであれば、電子 ジャーナ リズムの可能
性は希薄なもの とな らざるをえない。
　 こうした電子 メデ ィアのコンテンツ と公共性のあ りかたにかかわる問題は、アメリカのコロンビ
ア大学の 自由メデ ィア ・フ ォー ラムをはじめ、地域 に根ざ した市民ジャーナ リズムやインデペンデ
ン トのジャーナ リス ト ・市民団体、NPOが模索 を続けている18)。市民の草の根のジ ャーナ リズム
の運動 は米政府の外郭組織であるFCC(連邦通信委員会)など、メデ ィア と言論機 関の寡 占を監視
する公的な機関がサポー トしているのが特徴である。
　 しかし現状 ではインターネ ットが巨大 ビジネスの道具 になる可能性は否定で きないし、アメ リカ
の巨大情報資本が、 インターネ ットの世界支配や部分的所有を 目標 にして活動 しているなどの問題
点がい くつか報告 されている19)。
　 こうしたなかで、アメリカで96年、本格的な電子 ジャーナ リズムを 目指すことを うたった2つ の
電子新 聞が誕生 し、ジ ャーナ リズ ム界 の注 目を集めた。 これ は、「lntellectualcapital.　com」と
rThe　Slate」である。前者 は保守系、後者は進歩的 リベラル系 と一応の立場政治的立場はあるが、






ンセプ トは共通である。 これらのオンライン新聞は、辛 口の批評、オピニオン掲載のほかに、論争
性の高い生資料の提供を売 り物のひ とつにしている。rIntellectualcapita1.　com」がスター トした96
年初夏、ホワイ トハウスが政敵の共和党員数百人分の身辺調査書 をFBIから入手 した とい う事件
が起 こ り、米国の新聞、テ レビを騒がせた。96年の大統領選 たけなわの ころである。rIntellectu-
alcapita1.　com」はすかさず情報公開法を使 って、　FBIがホワイ トハウスに漏洩 した という問題のフ
ァイルを入手 し、プライバシーにかかわる部分を除 き、 これ らをオンライン上 に公開 した。 この生
資料公開のや りかたは読者に対 して迫力があ り、官庁や地方行政の腐敗を示す原資料を解説や分析
な しにそのままの姿で読者市民に届け るという効果がある。感情的な反応 も含め、価値判断は読者
にゆだね るのであ る。元資料 を集め、取材 したデータをそのまま加工せずに読者の もとへ と届ける。
これを、rIntellectualcapital.　com」の編集方針 として うたっている。
　取材費 とプロのジャーナ リス トの労力をかけたオンライン新聞は無料 というわけにはゆかない。
そのうえ、記事の意味、内容を きちん と解読で きる知的能力の高い読者が必要である。 したがって
イン ターネ ットの情報を有料化す るには、情報の付加価値の質を理解で きる読者が求められ る。そ
れによって、電子ジャーナ リズムは 自立 した公共圏における言論空間を形成することができる。つ
ま り、ほかのアナーキーで無差別的な情報群 とは隔絶 した情報空間を独 自に形成する必要 が生 まれ
る。 この ような電子ジ ャーナ リズムの試みを、マイクロソフ トな どの企業が技術的にバ ックア ップ
している場合 もあ る20)。
　「lntellectualcapita1.　com」は、元大統領補佐官でロシア問題の専門家のズビグニエフ ・ブ レジン
スキー、 イギ リスBBC放 送の元経済部長で元駐米 イギ リス大使のピー ター ・ジェイ、有力オピニ
オン雑誌「ニ ュー リパブ リック」や「ア トランティック」の発行人や社長 をつ とめたジェームズ ・グラ
スマン、ウ ォールス トリー ト ・ジャーナル論説記者、ほかに世論や メデ ィアに大 きな影響力を もつ
ワシン トンの有力シンクタンクの政策研究者、教育問題専門家、女性問題専門家、大学教授 らの知
識人集団であ る。共和党系の著名な知識人や経験豊 かなジャーナ リス トを核 に執筆陣を固めてお り、
近い将来 に、「ニ ュー ヨークタイムズ」や「ワシン トンポス ト」に とって代わる新 聞をめざす」と宣言
している。
　 いうまで もな くオンライン新聞に とって重要なことは、記事の信頼性のほかに、複雑な現代社会
を解読す るシ ャープな視点 ときめの細かいフ ァク トの発掘 と積み重ねである。 さらには雑多な情報
群、情報ゴミの山の中か ら、真実の発見にとって有効な情報 を選別するための指標 として、新聞の
ブラン ド的な権威 も必要になる。ブラン ド価値のない情報を、読者は膨大なインターネッ ト空間に
ひ しめ く情報の中か ら、わざわざピックアップ しては くれない。 ましてやその情報に対価 を支払 う
ことはない。
　 そこで問題は、「lntellectualcapita1.　com」や「The　Slate」の ようなオンライン新 聞が、「ニ ュー ヨー
クタイムズ」や「ワシン トンポス ト」の ような新 しい新聞ブ ラン ドとな る可能性はあるか とい うこ と
20)「The　Slate」はマイクロソフ トと業務提携 してい る
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であ る。 か りにその ようなオ ン ライン新 聞 が世 界 に認知 され る新 たな ジ ャーナ リズ ムを作 る こ とが
で きる とす る と、 た とえば「ニ ュー ヨー クタイム ズ」の ような権威 あ る新 聞社 は、 や がて は通信社 の
ような存在 に な って ジ ャーナ リズ ムの表舞 台 か ら退 く時 代 がや って くるか もしれな い。著 名 なオン
ラ イン新 聞 の記事 には、 「ニ ュー ヨー ク タムズ 発」とい うクレジ ッ トが つ け られ てお り、読 者 に とっ
て「ニ ュー ヨー ク タイムズ」は すで に遠 い過 去 の新 聞ブ ラン ドにな って い る　 　 。こ うした夢 物語 を、
「Intellectualcapita1.　com」の第 一号 は伝 えてい る。
コンピューターはペ ンよりも強 し2
　既製の新聞では対応 しきれない新聞電子化の未来 を見越 して、「ニ ュー ヨークタイムズ」は、新 し
いオン ライン ・ジ ャーナルの実験 に力を注 いでいる。実際の印刷用の版 と同じように読 める電子新
聞を家庭のパソコンに 自動配信する技術を開発 している(「朝 日新聞」2001年2月25日付朝刊3面)。
また紙のペーパーについては、ハーバー ド大学 など一流大学があ り、東部エスタブ リッシュメン ト
に属する人 々の住む高級住宅街 があ るボス トン近郊の特定の地域を選 んで、質の高いコミュニテ
ィ ・ペーパー作 りを模索 している21)。
　ニ ュー ヨークタイムズのオンライン新聞は既成の新聞の内容をそのままホームページで紹介 して
いるのではない。 ここに登場するのは、ニ ュー ヨークタイムズの傘下にある「サ イバータイムズ」と
いうオンライン専用の電子新聞なのである。 この新聞にはオンラインな らではの新 らしいコンセプ
トや試みが見 られる。rサイバー ・タイムズの編集巻頭言」は、「ペンは剣 よりも強 し、され ど「コン
ピューター ・シ ュミレーシ ョン」はペン よりも強 し?」とうたってい る22)。ジ ャーナ リズムの世界 で
は不滅の格言 と考 えられていた「ペン」よ り強いものが現れ、「これがコンピュー ターだ」とい う意味
であ る。 しか しなが ら、 これはまたペンの力(無力さへの反省 と自戒をこめてか?)に対す るア イロ
ニー と考 えることもできる。
　 コン ピューター ・シュミレーシ ョンを駆使する「シ ュミレーシ ョン ・ジ ャーナ リズム」は、現実社
会では実験できないが、いまのままの現実の状態が続 くと明 らかな危険や危機がやって くるとい う
ような予測的問題 に適用するとい う。例えば、環境破壊、エネルギー不足、人 口問題、財政赤字、
エイズ、医療保険、年金、軍事衝突…などの未来図をコンピュー ター ・シュミレーシ ョンに よって
予測 して行 くのであ る。ジャーナ リス トは言葉 によるレポー トや主張のかわ りに、コンピュー ター
言語によるシ ュミレーシ ョンによって、世界の近未来仮想現実を知覚す るというのである。もしも、
政治家が発表す るタックス ・プランが実現 して5年 後、10年後 には どのような現実が待っているか
をいま予測することがで きる。 日本でいうならば、大型ダム建設による自然破壊の損失、消費税 ア







ケーススタデ ィとして、シ ュミレーシ ョンするのである。誤差の範囲を明確に算出しておけば、政
治家や官僚の甘言や、見通 しの欠如 と嘘をコンピューターはすぐに見破るだろう。
　 シュミレーシ ョンに対する電子新聞上の論争 も可能である。rサイバータイムズ」は、　rThe　Slate」
が発表 した「乱交はエイズ感染の危険性を低下 させる」という内容のセンセーシ ョナルな論文に対す
る反論のために、エイズが蔓延す る仕方 に関するシ ュミレーシ ョンをお こない、その結果 を電子新
聞上 に公開 した。 これは、電子新聞VS電 子新聞のエイズ論戦 となった23)。
　「The　Slate」の論文は、　MIT(マサチ ューセ ッッ工科大学)の経済学者マイケル ・クレーマーが行
った微分方程式 に基づ く厳密な数理的検証の結果 としていた。 クレーマー理論 によると、なぜ乱交
がエイズ流行の危険性を緩慢 にす るか という理 由は次の ようなものである。「モデル集 団のなかの
男性は全員乱交の可能性 がある として、その中にご く少数の乱交型女性が混 じっている」と仮定す
ると、少数の女性はす ぐにエイズに感染す る。その女性は次々に別の男性 に感染させる。 しか し女
性の側 に乱交型が増 えて くる と、感染 した女性の比率は減少するのでひとりの男性が感染 した女性
と接する確率が減 り、感染するチ ャンスも少な くなる。要するに、男女 とも乱交型になると集団が
エイズに感染するチャンスは低下する」24)。これに対 して、「サイバー タイムズ」が行 ったシ ュミレー
シ ョンは、まった く逆の結果 を示 した。400カップルのサンプルをコンピューター上に とり、 カッ
プルは毎夜ベ ッ ドを共にする と想定す る。 このなかに乱交型の配偶者がわずかにいて、その人が外
部 でセ ックスをした場合、相手に感染者 がいると、コンピュー ターは感染者の広が りを示す ように
なる。乱交型の男女の数が変化す ると感染者数 も微妙 に変化はするが、男性、女性 ともに乱交型の
比率が少 ない場合は、全体の感染率は緩慢である。 しか し、男性に乱交型が増 えると400カップル
の感染率は高騰 し、 さらに女性の乱交型 が10%増える と、エイズは急速に広まる結果になる25)。
　「The　Slate」の記事は、誤解を招 きやすいが、要は乱交 を認めるのではな く、特定の乱交常習者
がエイズ感染源であることを示唆 しているのである。つま り、正常な集団には、乱交の常習者はい
ない という社会的常識の もとに、クレーマーの仮説 は成立 しているわけであ る。 しかし「サイバー
タイムズ」のシュミレーシ ョンでは、乱交常習者でな くとも、200日間に一度でも他の相手 と浮気 し
た場合、何年 かたつ と400カップルの うちの95%から99%が感染 している という結果が出ている。
コン ピューターの仮想現実の世界には、うま くセ ットすることができない人間の性行動のパ ターン
があ り、 このシュミレーシ ョンはそのまま社会的な現実にはな りえない ことは当然であるが、エイ
ズ感染の危険を認識するうえで、常識を疑 ってみる効果は十分にある。
　 こうしたエ イズ感染のシ ュミレーシ ョンのほか、「サイバータイムズ」は、インターネッ トの証券
取引方法や電子マネー、草の根民主主義 を深めるための新 しい税制、福祉制度な どに関する電子ジ
23)前掲CyberTimes,参照。 またオン ライン上 での この ような論戦 は、95年 、　FBIに関す る記事をめ ぐるFBIと




ヤーナ リズムのあ りかたを真剣に模索 している26)。
　シ ュミレーシ ョン ・ジ ャーナ リズムが未来の民主主義形成 にとって、よ り説得力のある政策 と市
民的合意 を創 り上げ るうえで影響力を行使 しうる可能性 はあ る。問題 はそれが どの ような質のジ
ャーナ リズムを志 向してお り、かつ従来のジャーナ リズムの欠陥を補 うことができるか、 という点
である。
サイバー ・スペースの可能性
　ITすなわち電子情報化革命の実体はテレビモニ ターの画面上 にはな く、オン ・ライン上に存在
す る。そ れは、 テレビモニ ター画面 的 なる もの とは似 て非 なる もの であ る。「空 間な き空間」
(Spaceless　Space)であ り、人間 と情報の関係体ネッ トワー クである。 しかもこの新 しい関係体は、
従来の国家やコミュニティの中にイメージされる関係体やネ ットワー クとは異質の ものである。す
なわちすべてはサイバー ・スペース(電脳空間、人 口頭脳空間))に存在する といえる。
　 イン ターネ ットは、米ソ核戦争の瀬戸際に立 ったキ ューバ危機の教訓 から、70年代アメ リカで軍
事的な 目的で作 られたものであることは周知の事実である。
　サイバー ・スペースが もつ一種 、黙示録的な要素は、冷戦時代の核戦争の想定か らスター トした
人類滅亡のシナ リオか らの脱却、情報的サバ イバルの必要か ら発想された イン ターネッ トに端を発
すると見てよいだろう。いわばインターネ ットは現代における"ノアの箱舟"なのである。米国ワシ
ン トンにあ る有力シン クタン ク、 ラン ドコーポ レーシ ョン(RAND　Cooperatiom)は、前述 したよ
うに1962年のキ ューバ危機の後の1964年に、米国の4つ のスーパーコンピュー ターをつないで、す
べての軍事情報や国家機密 を含む情報の共有するための方法を公表 した。 この コンピューターライ
ンの連結は、中央の コン トロール ・システムをもたず、司令塔 もない。核攻撃を受けて どこかの大
型 コン ピューターが破壊されても、 どこかの コンピューターがサバイバルするのが 目的である。ネ
ットワークを結ぶホス トコンピューターはすべて同等である。核戦争でひ とつが攻撃破壊されても、
他が代替 できるようにするために、あえてそのようにデザインされたのである。
　 これが大学間のネ ットワークに利用されるようにな り、研究や教育のッール として、あるいは電
子 メールに利用 され るようにな り、今 日の ようにビジネスのッール として発展的に使われるように
なった。そして政府や国際組織、企業や専門家だけではな く、一人一人の市民に とって も、さまざ
まな生活上の局面で、社会的、経済的、公的、私的活動のための情報の収集 と連絡のために、 イン
ターネッ トを利用 し、サイバースペースへ参加することは大 きな社会的、経済的利益を もた らすこ
とが理解されるようになった。
　い うまで もな くIT革命の本質的な意味は、デジタル化 した電子技術の進化にあるのではな く、
知識情報化社会のなかに生 きる人間の意識の変化に求め られる。送信 と受信が同時進行 し、人 々は
双方向で情報のや りとりを行い、情報 を選別することがで きる。 コン ピューターは、市民があらゆ
26)前掲Cybertimes
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る問題 に対 して知的で合理的な判断を下 しなが ら、他人に左右され ることな く、 自分が主人公であ
る日常生活 を送 るための必須の道具になる。かつてマクルーハンが指摘 した ようにメディアは人間
の脳や視覚、聴覚の拡張であるが、IT技術は このマクルーハン的拡張をよりいっそ う拡大する27)。
　上述 したようなサイバー ・スペースに積極的に参加 して、情報 を送受信 し、ネ ット社会の市民社
会化 と意見やアジ ェンダにかかわる公共のスペース(電子公共圏)を模索するす る人 々の ことを、
「ネティズン」(Netizen、ネ ッ トワーク市民)とい う。 これは、従来の市民(Citizen)に対応す る言葉
である。
　サ イバー ・スペースでは価値観や文化の衝突はもちろん、核兵器や領土問題か らフ ァッシ ョン、
食 べ物、ポル ノにいたる多様な中身(コンテンツ)が混在 し、意見 が表 明され、いろいろな趣味の世
界が交錯する。た とえ偏向 した狭い趣味であれ、サイバースペースに同好者が集合する と、それだ
けでひとつの世界が出来上がる。現実のコミュニテ ィのなかでは孤独な人で もサイバースペースに
入る と、仲間がた くさんで きた と感 じることができる。サ イバースペースには人間の頭脳のあ らゆ
る複雑性 と多義性がそのまま存在 している。た とえば、 自殺願望 とい う特殊な動機を持 った男女が
イン ターネ ット上で結びつ き、現実に会 って心中を した とい う事件が、テレビニ ュースで報道 され
た りするが、 この ような事件は、サイバースペースがなければ起 こ りえない。多様な個別情報が集
積 し、奇跡的な出会いを果たす有様は、まるで宇宙 の星座の運動 と流星群の衝突のようなイメージ
を、人々に もた らす。人間の知識 と感覚の果て しない拡張は、情報流通の障壁 とされた国や言語、
文化、国境 を超 えて、世界をいっそ う複雑化 しつつある。マウスの クリックの動作に よって瞬時に
画面 にあらわれ、次のク リックで消える。マークを きちん とつけておかないと、二度 と思い出せな
い夢のような ものにな り、二度 と同 じサイ トへ行 き着 くことができないかもしれない。銀河系宇宙
とこれを超 える全宇宙のアナロジーに似た存在をわれわれはコンピューターのなかに想像 し、発見
している。 しかしなが ら、すべての ものは、人間の頭脳 が生み出 した情報の断片であることを理解
するのである。 インターネ ットは、個別の表現、見解表 明にかかわる絶対の 自由を要求 し、 さらに
は個人が相互に結びつ く結社の 自由や平等の権利 といったものを最大限に追求する習性をもってい
る。同時にそ こに存在 しているすべての情報 に、 自由にアクセスす る権利 を保障するよう要求 して
いる。したがってこれらの表現を規制 した り、情報 にアクセスする権利を奪 おうとするた くらみは、
人間性 に反す る行為 になる。その意味では、サイバースペース とは、あ らゆる国家や権力の検閲が
困難な超越的なメタ ・コミュニティなのである。
　サ イバースペースにおける人間(個人)は生身の肉体か ら切 り離 された情報的存在である。個人は
実生活で肉体的を伴 う生活をしなが ら、サ イバースペースでは抽象的、情報的存在になる。情報化
社会 における人間は、二重の現実(肉体的、物質的現実 と頭 と想像力のなかの仮想現実)を生 きるこ
とになる。 しかしなが らた とえそれが仮想現実であろうと、実生活の磁場 から遊離 した人間たちが
ネ ット上に集ま り、情報を交換 し、共同体を形成 したい とい う欲求を もつようになる。 この欲求は
27)M.マクルーハンrメデ ィア論 　人 間拡張 の諸相』栗原裕 ・河本仲聖訳。みすず書房、1987、参照
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バーチャルな ものではあるが、 ここか らやがて肉体的、物質的な現実環境に作用 と影響を与える観
念や思想が生 まれて くる。仮想現実は本当の現実に影響を与 える思想や観念 を生産するのである28)。
　真実を含む仮想現実は、相当の時間をへて現実へ と移行する。古代ギ リシャの民主主義は都市 ア
テネに形成 された市民(奴隷階級 を含 まない)のフリースペース としての広場 から発生 した。やがて
それは現実のポリス型民主主義の制度を生 んだ。また近代の市場は中世社会の封建的な桎梏から離
脱 した商人の情報 と物の交換の場であった。市場はプライベー トな人間や権力や国家が管理す る場
ではな く、商人が 自由に集 まる公共の場 として発展 した。富裕 になった商人はやがてブルジ ョワ階
級誕生の基盤 を作 った。新 しいコミュニテ ィの発端は仮想現実に近 いものだった と考 えられるが、
それが歴史的な時間を経過することで、現実に社会化 したのである。その意味で、今 日のサイバー
スペース も、古代アテネの広場、近世の市場 といった もののアナロジー と考 えることができる。サ
イバースペースにおいて も、 これを介 して人 と物の交流、交換は可能なのであ る。
　 ところが、経済やテクノロジーをコン トロール して きた古い政治、官僚制度や経済システムがサ
イバースペースの出現で混乱を起 こしている。 インターネ ットの社会化 にかかわる多 くの問題がこ
こか ら発生する。特に 日本では混乱の傾向が顕著である と、米国 ・ハワイ州の国立シンクタン ク、
イース ト ・ウエス ト・センターの上級研究員 メヘロ ・ジ ュサワラは指摘 している29)。グローバルな
ネ ットワー ク経済 における規制緩和の要求や官僚システムに対 する情報公開要求な どは、政治の民
主化や行政改革の側面 からだけの要請ではな く、今 日のIT革命 と密接な関係がある。 これまでわ
れわれが現実 と考 えてきたものが旧体制 とな り、新 しい現実は仮想現実のなかにあったサイバース
ペースの側へ とシフ トしている。上記のジ ュサワラの指摘 はIT革命 に付随 して起 こる社会的諸課
題の所在先を示唆 している。IT革命への移行 があたかも自然の摂理であるかの ように明快に用意
されるわけではないし、そうなる根拠 もない。
　いずれにせよ、サイバースペースの真の社会的可能性は、進化するハ イテク技術の領域にはな く、
知的で豊富な情報 をもってい る人 々(ネテ ィズン=ネ ット市民)が作 り出す ものだ とい うこ とであ
る。ネッ ト市民は主体的にサ・イバースペースに参加 してその知的、経済、政治、社会的な影響力の
深 さと大 きさを学んでゆ く。情報革命はこの ようにして人間的な進化を とげるのである。いまの と
ころ、ネ ットワークは何かの権力によるコン トロールは受けていない。 また巨大 ビジネスが支配 し
ているわけで もない。 しかし、 こうした自由空間の状態がいつまで も続 くかどうかはわからない。
いずれ権力や資本 は、 自らの 目的を遂げるためにサイバー ・スペースへ接近す る方法を考 え出す と
思われる。従って、サイバースペースの 自由をいかにして確保 するか、権力や資本の力に影響 され
ない 自由なネ ットワーク市民によるネ ット運営方法 を論議することが、今後の中心的なテーマ とな
ろう。 さらにこのテーマは、 この稿で課題 とする電子ジャーナ リズムの編集理念 と重なるものであ
28)この 関 係 は 、 た と え ば 、 ウ ォル タ ー ・リ ッ プ マ ン の い う 、 擬 似 環 境 と現 実 環 境 の 相 互 作 用 の 関 係 に 類 似 し て い





　 いまの ところ、成熟 したサイバー ・スペースなど、 どこに もない。 しかしなが ら、その不完全さ
の要因は、従来の コミュニケーシ ョン ・メデ ィアの発達史の過程 からも引き出す ことができる。印
刷や映像や音声の既製の諸メデ ィアが、成熟 し、完全であった ということはないか らだ。 メデ ィア
の変容についていえる確実なことは、かつて言語が誕生 し、印刷術によるコピーの伝達方法が生ま
れ、電信、電話 と映像技術が進化 し、 コンピ ューターが生まれ、いまやデジタルな双方向通信が可
能なイン ターネ ット時代に入 った ということである。
　 ところで、イン ターネ ット通信の場 とはいったい どこにあるのだろ うか?　 電話の会話 はどこの
場 で行われるのか。電話の会話の場は電話線上にあるのか?　 では携帯電話の通信の場は?　 クレ
ジ ット ・カー ドの確認の場は?　 SF作家ウィ リアム ・ギブソンは、われわれが とらえている世界
の現実 とは、様 々な先進国の10億人ほどの人 々の営為が、集積 して作 りだしている世界の経験 を基
盤 としているが、 しか し実はこれも現実幻想 にすぎない とい うことを描いている31)。なぜなら一人
の人間の精神はこの10億人の人々が作 り出している世界の表層の経験 よ りもっ と深いかもしれない
のである。人間の頭脳システムの内部か らコンピューターが抽出す るグラフィクスは、信 じられな
いほど複雑であ り、心の中の空間なき空間には無数の光 が並び、星雲の束の ようにデー タが記 憶集
積されている。サ イバースペース とは こうしたひ とりひとりの人間たちの頭脳のネ ットのマ トリク
スである とい うことなのである。そ して、その集積 は、相互に結合 して、「ば らば らではけっして
もちえない生命、思考、 目的 といった集合的特質を獲得 してい く。…地震で岩が転がるように、出
来事 に受動的に反応する ということではない。それ らは積極的に、すべての出来事を利益 に変 えよ
うとする。た とえば、人間の脳 は、経験 を学習すべ く、何十億のニ ューロン結合の組織化、再組織
化をたえずお こな っている。」32)。
　 インターネ ッ トヘアクセスするには、モデムを使って情報 を発信 し、受信する。 しかし、ギブソ
ンは近未来 において人間はモデムを使 うことな く、各個人が直接 自分の脳 と視神経を使 って コンピ
ュー ター と交信す る世界を描いている。 自分の視神経をプラグに してコンピューターに接続 し、複
雑な電子プログラムを人間の頭脳で直接認識可能な事象や言語に変換するのである。 この小説は、
いまやSFと いうよりは、近未来の予言であると感 じている人 々がた くさんいる33)。
　21世紀 にサイバー ・スペースが進化 し、既成の20世紀型 メデ ィア(新聞、テレビはもとよりいま
われわれが使 っているパ ソコンも)は古びた もの とな り、 さらに本格的な双方向マルチメデ ィアに
よって、匂いや感触、情緒 といったよ り生物的な5感 を含むサ イバー ・スペースの世界が作 られ る
可能性 があ りうる。つま りは個人の脳 と精神 と感覚器官の限 りない拡張 としてのサ イバー ・スペー
スの創造 とい う課題である。 もうひ とつの現実的課題、すなわち情報のグローバ リゼーシ ョンに と
30)Micheal　R　Ogden,　Is　there　a future　for　Cyberdemocracy?Journal　Offprintpaper,1994
31)ウィ リア ム ・ギ ブ ソ ンrヴ ャ ー チ ャ ル ・ラ イ ト』浅 倉 久 志 訳 、 角 川 文 庫 、1999
32)前掲 ワ ー ド ロ ヅ プr複 雑 系 』、p.13
33)ギブ ソ ン 前 掲 書 参 照
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もない、通信のための言語が英語中心であ り、現実 に文化衝突が生ず る恐れが高いが、将来的には
コンピュー ターの言語識別能力や翻訳能力は格段に進歩する と見 られてお り、日本語、英語、仏語、
ドイツ語、アラビア語、ロシア語、中国語、スペイン語 といった基幹言語だけではな く、太平洋諸
島のネ イティブ言語にいたるまで、同時翻訳機能を通 じて相互の言語によるコミュニケーシ ョンが
可能になる という想定がある34)。
電子ジャーナ1丿ズムと民主主義の進化
　 イン ターネ ットは、当初の軍事的な基盤 から離れて大学 ・研究機関をへて、今 日では小 ・中学校
や高等学校教育に も導入されている。さらには、既成の新聞、テレビ、出版各社 といったメディア
産業がきそってイン ターネ ットビジネスに進出している。 この ように錯綜するインターネッ ト情報
の海 のなかで、電子新聞ない しは電子ジャーナ リズムの新 しい役割が模索 されているのであるが、
この問題 を考 えるうえで、情報化社会における民主主義の進展に果たすサ イバースペースの役割お
よび可能性の論議 を抜 きにするわけにはいかない。
　電子ジ ャーナ リズムが既成のジ ャーナリズムを越 えて、人類社会 に貢献 しうるとすれば、その最
大の要素は、地域や国籍や人種や国境や文化の境界 を越 えて、 どこへで も瞬時に情報を伝達 しうる
能力である。 このような情報 の伝達スピー ドの早さ と公開性、透明性は、民主主義社会の進化に貢
献す る要因であるこ とは論 を待たない。民主主義(デモクラシー)の理想は、「公開 された情報を共
有 し、個人の 自由を最大限に尊重 しながら、多元性 と多様性を保持 し、ひとつの共同体へ人々が参
加で きる開かれたシステムの構築」であろ う35)。このような社会 においては、情報を得 る権利は、
生存権 と同等の権利 と位置づけ られるのであ る。民主主義を進化 させ るために、電子ジ ャーナ リズ
ムへの期待感が高 ま り、アメリカ人はサ イバースペースに支援されたデモ クラシーに、かつての建
国の精神の理念を再発見 しようとしているかのように見 える。実際、アメリカ民主主義のバイブル
といわれるア レクシス ・ド ・トックヴ ィルの古典的著作「アメ リカの民主主義」の記述 が、電子 ジ
ャーナ リズム論のなかで しば しば引用されるのである36)。
　サイバースペースおけるデモ クラシー と豊かな生活(クオ リティ ・オブ ・ライフ)の深化に期待感
を表 明するコロンビア大学 メディア ・スタディズ ・フォーラムが描 く未来 イメージは以下の ような
ものだ。
　 自宅にいながらオフィスか ら情報を集め、 自分の仕事を選択 し、電子決済で給料をもらう。学生
は自宅にいながら最良の大学で学ぶことがで きるし、世界中のノーベル賞 クラスの学者の講義を聴
ける。病院に行 って順番待ちすることもな く、在宅で通信医療 が受 けられ るだけではな く、やがて
は世界的な名医の遠隔治療が 自宅ベ ッ ドで受け られる。 このほか、金融取引き、買い物、娯楽、映
画、図書館、コンサー ト、オペ ラ、ゲーム…な ど様 々なサービスがオンラインで受け られる。情報
34)Ogden,前掲 論 文 参 照
35)前掲 、Media,　Democracy　and　the　information　Highway,　pp.8-9
36)前掲 、Media,　Democracy　and　the　Information　Highway,　p.1,例え ば 、 「約150年 前 に ア レ ク シ ス ・ ド ・ トク ヴ
　 ィ ル は こ う 述 べ た 。 「米 国 に お い て 政 治 と 法 が 論 議 さ れ る と き 、 ま ず 最 初 に 人 々 の 間 で 想 起 さ れ る 問 題 は 、 国 民
　 主 権 で あ る 」とい う 記 述 が あ る(訳 出 ・筆 者)
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はたえずガラス張 りで流通 しているので、人 々は地方 自治体、中央政府の別な く、必要な行政情報
や選挙関連情報 を得て、常時、市民の権利を行使で きる。 タックスペ イヤー(納税者)として、税金
の使途や政府、自治体をコンピューターの画面で監視で きる。ネテイズン としてのネ ット市民はた
えず民主主義のプロセスを 自覚 し、確認 しなが ら行動する。
　ネ ッ トの人 々は 自分たちがいま住んでいるコミュニテ ィ以上に、共通の関心 によって結びついた
電子共 同体のほうに親近感を感 じるようになる。 さらに自分がグローバルなネ ットの一員である と
自覚するこ とで自分 自身の再教育が行われ、新 しい世界 と現実(バーチ ャル ・リア リテ ィではあ っ
て も)に関する新 しい認識を生む。 こうして人 々はサイバースペースに対 して自分たちが望んでい
るものは、「より多 くの 自由と完全なデモクラシーの実現である」とい う自覚をいっそ う深め る37)。
　 といって も、ネテイズンたちがコンピ ュータ依存症の楽天家であるかというとそうではない。だ
れ しも、 自分が属する国や地域の法律や共同体の倫理、価値観の もとで生 きているし、それは当然
の ことだ。 しかしネ ット上ではネ ッ トの価値観や倫理が独 自に形成 される。 しか もネ ットは国や地
域、言語 と文化 を越 える。個人の肉体が存在 し属する場 とネ ットにおける規範、価値観は異なるこ
とが多い。従 って相互の価値観 は衝突する場合がある。 そうした衝突、摩擦をいかに して防 ぐか、
表現の 自由を守 り、 コンピューター犯罪 を防ぎ、個人を不利益やプライバシー侵害の危険から守 る
ための、「電子世界におけるネテイズン、つま りネ ット市民の権利の擁護」を、強力に考 えてゆ く必
要があろう。
　 これは電子ジャーナ リズムに課せ られた大 きな役割である。電子ジャーナ リズムが、草の根の市
民的 自由の立場 を尊重 しつつも、強力な倫理基準を もってサイバースペースにかかわる努力を怠 る
と、 イン ターネ ットは人間社会に思わぬ災禍 と危機 をもた らすだろう。近年、サイバーテロに備え
た「国際サイバー安保」の確立が叫ばれ るの も、責任のない自由放任下の コンピュー ター情報社会の
負の側面のあ らわれである38)。
　 こうしたなかで、オンライン新聞が流行 し、多 くの人々が電子新聞にこそ新聞の未来があ るとい
うようになった。確かにインターネ ット上には無数のオン ライン新聞の ようなものが存在 しは じめ
ている。既成 メデ ィアあ り新興 メデ ィアあ り、私的メデ ィアあ り、政府行政の広報あ り、企業の
PRあ り、芸術家のホームページあ り、趣味人のサロンやポルノグラフィがア トランダムに存在 し
ている。 この果て しない情報モザ イクの連鎖の集積の上 に、サ イバースペースの可能性は無限に広
がっている。使われる言葉は英語が中心 とはいえ、ネ ットに入ればフランス語、中国語、ドイツ語、
ロシア語、韓国語、スペイン語な どと日常的に出会 う。そ こにはい くたの危険があ り無秩序がある。
情報の信頼性やセキュリテ ィは保障されていない。オンラインの情報が どの ような性格を もち、正
しいのか間違いなのか、価値があるのか、ただのゴミ情報なのかまるで見当がつかない。
　電子ジャーナ リズムはこのような、いわば"情報の危険地帯"にきびすを接 している。そのジャー
ナ リズム としての可能性は深 まるのか、逆に退化するのか。 この問題 を考 えるために、例 えば 日本
37)前掲Media,　Democracy　and　Information　Highway,　pp.8-9
38)「緊 急 性 増 す サ イ バ ー 安 保 」「朝 日新 聞 」2000年11月5日付=大 阪 本 社 版 」
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の既製 メディアの現状を見 ると、大新聞の部数のシ ェアは頭打ちであ り、テレビ局はデジタル化の
趨勢のなかで、厳 しい局面 に立たされている。既成のメデ ィアの総量は減 り、読者 ・視聴者のニー
ズも新 しいメディアに合わせて分化、多様化 してゆ くことは、避け られない。 こうしたなかで、潤
沢な資金力 とコンテンツ(特にスポーツや映画な どのエンターテインメン トのソフ トウエア)、技術
力を供 えた多国籍 メデ ィアが 日本のメディアマーケ ットに上陸 し、席捲す る可能性は十分 にある39)。
　上述 した巨大 メデ ィア資本によるメディアの寡占を防 ぎ、ネティズンにとってのネ ット情報の質
を確保するにはどうした らいいか。70年代、米国において情報ハ イウエー構想が表面化 した とき、
インターネ ッ トにおける情報 と知 のあ りかたをめ ぐる様 々な論議が展開されて きた。 これらの論争
をへて形成 された知識情報社会に向けたコンセンサスは、①市民の情報へのア クセスを より深める
②伝統的な既成 メデ ィアに対抗 して新 しいメデ ィアが生まれることでマーケ ットが多様化 し、多様
な情報が伝達 される　 ③新 し く生まれる数千のメディアによって市民の情報環境が多様 に変化する
④電子新聞は情報洪水のなかで有用な情報(主食 としての情報)を選択 し、有効性の高い情報マ ップ
を作る　 ⑤電子ジ ャーナ リズムは公共 に とって必要な情報を選択 し、ネ ット世論を形成 し、公共政
策の形成を促す　⑥プライバシー侵害を防止する規制するための新倫理基準の創造、な どの諸点で
あった40)。
　 これに照 らしていえば、電子ジ ャーナリズムに求め られる基準は、情報洪水のなかか らいかに し
て有用な情報 を選択 して読者にしめし、プライバシーの侵害 を防ぎ、有効なアジェンダを設定 して、
ネ ット世論の形成 に寄与 しうるか とい うことである。欧米の近代社会においてジャーナ リズムが発
明された ときの「公共圏」(Pablic　Spher)の概念は、冷戦が崩壊 した後の世界 においては、新 しく組
み替え られる必要があろう。地球規模 の情報化、グ ローバ リゼーシ ョンの趨勢のなかで、何 が「公
共」なのか とい う問題意識 を、新たな公共圏の概念に付与する必要があ る。地球的公共圏には、欧
米型の市民社会を超える多様 な国、地域、民族、人種 と文化が入 り組み、政治システムや経済シス
テムが違 い、富が偏在する。 しか しながら、電子情報の伝播 に関 しては、異文化の集積である地球
は瞬時で一つになる。 こうしたなかで、 かつての フラン クフル ト学派のハーバーマスの「公共圏」
(公領域)の再評価 と読み直 しが、冷戦で勝利 した唯一の超大国アメリカで浮上 していることは、注
目すべきことのように思われ る41)。現状では新 しい公共圏の概念はまだ漠然 としているが、従来の
ジャーナ リズムが求めた公共や言論マーケ ットのあ りかを再考す るための重要 な契機 を与えてい
る。
　20世紀情報化社会の過程で、既成 メディア とジャーナ リズム産業で起 こった ことは、商業主義の
席捲 と巨大資本によるメディアの独 占と寡 占による質的低下 と公共性か ら離反 した一連の事態であ
39)オー ス トラ リア出身の メデ ィア王、 マー ドック傘下 の国際 メデ ィア資本 が、かつて テレビ朝 日の株式 を一時 的
　 に大量 に取得 した ことは、 その可能性 を示 した。
40)前掲、Media,　Democracy　and　Information　Highway
41)John　B.Thompson,　The　Media　nd　Modernity,1995,において、 トンプソンは、「社会学の主要 な創始者 たち
　 は、マル クスやウ ェーバー、 デ ュル ケムを含め、 当時すでに近代の初期 の社 会発達 を形成 して きた メデ ィアの
　 役割に無関心であ った」とい う。 トンプソンは、ハーバーマスの考 えに部分的 に共感 しなが ら、批判 する。 アン
　 ソニー ・ギデンズr社会学=改 定第3版 』松尾精文 ほか訳、而立書房 、1998、pp.438-440
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った。 これは、Akerlofの「逆淘汰のモデル」(adverse　selection)、すなわち、「品質の低い供給者
は有利 な立場に立ち、品質の高い供給者は不利な立場に立 つ。前者は安いコス トで供給できるか ら、
その供給量は増加 し、後者の供給 コス トは高いので、供給量は減少す る。 したがって、商品(また
はサービス)の品質は しだいに低下 してゆ く」という事態 を、証明 したにひ としい42)。
　 いわゆ る高度消費社会における人々の趣味や嗜好は分散 し(分衆化)、メデ ィアのマーケ ットはニ
ッチ状 に細 か く分散 した。 しか しなが ら、巨大部数 と視聴率をもつ既製マスメデ ィアは、受け手の
ニーズを従来 どお りの手法で画一一的に処理 しようとし、不完全な部分 をメデ ィア 自身が演 出する情
報創出によって、巨大化 したシステムの維持 をはかった。一方で、細分化 した消費マーケ ットを束
ねる力をもつ広告スポンサーの力は増大 し、 メディアの中身はビジュアル化 しなが ら、人々に口当
た りの良い娯楽やニュースのシ ョーア ップ、スポーツ、ゴシ ップ、芸能、 スキャンダルを求めて熾
烈 な競争を繰 り広げた。必然的にこの ようなメディアの商業主義の流れは公共性 とは相反す る情報
と社会的問題を大量 に生み出す。つま り、 メデ ィアが流 し、一時的な欲求や快楽のために読者が欲
する情報 と社会的に真に必用な情報 との間にはギャップが生まれる。多 くの読者、視聴者 は安易な
娯楽情報に飼いな らされる。そ うい う読者 ・視聴者は、 自分の 日常生活圏を超 えたグローバルな問
題やむつか しい理屈や面倒 な議論を嫌 うようになる。必用な情報 を摂取 しない読者 ・視聴者は情報
偏食 をしていることになる。Akerlofのい うように、病める情報社会 を既成 メデ ィアが作 り上げ る
のに貢献 した ことは、確かなのである。 これは、今 日の欧米や 日本な どのメディア先進国におけ る
メディア批判に共通する問題意識だ と思われる43)。
　 このような既成 メデ ィアへの反省に立 って、米国では電子新聞の新 スタイルが模索されているの
である。r新世紀ネ ッ トワーク」(1995年)という組織が出来て、123の既成新聞社が加盟 しているが、
このなかにはタイムズ ・ミラーやワシン トンポス トなどの大新聞が加入 してい る。 ここではイン
ターネ ットにおけ る共通のジャーナ リズムの基準作 りが進行 してお り、電子時代における既成 メデ
ィアの生 き残 り戦略が同時に模索 されている。さ らに、データ収集、分析、加工 にコンピューター
を駆使 する調査報道(CARニComputer　Assisted　R porting)が、アメ リカのジャーナ リズムの主流
にな りつつあ る。ジャーナ リズム研究のメッカのひとつであるミズー リ大学を拠点に、全米の新聞
社やテ レビ局 に勤務 す るジ ャーナ リス トたちが集 まって、 「調査報道記者編集者会議(IRE)が、
CARの研究会を定期的に開催 し、電子 ジャーナ リズムの可能性 を論議 してい る44)。また前述の コ
ロン ビア大学 ・自由メディア ・フォーラムは、1990年代の初めか ら電子新聞の実験を含め、全米の
研究者やジャーナ リス トを集めて、情報化社会やインターネ ットに関するアカデ ミックなレベルの
研究会 を重ねてきた。そのなかで、「フィール ド ・オブ ・ドリームズ」という名の、電子新聞の開発
42)野口 悠 紀 雄r情 報 の 経 済 理 論 』、 東 洋 経 済 、1990、p.77
43)前掲 桂 敬 一 『日本 の 情 報 化 と ジ ャ ー ナ リズ ム 』、James　Fallows"Breaking　the　News",　How　the　Media　Under-
　 mine　American　Democracy,　Pantheon　Books,1996,邦訳 『ア メ リ カ 人 は な ぜ メ デ ィ ア を 信 用 し な い の か 』池 上 千
　 寿 子 訳 、 は ま の 出 版 、1998















実験 が行われた。かつてのベースボールの名映画のタイ トルを冠 した この企画は、新たな電子ジャー
ナ リズムの創 出こそ、21世紀アメリカン ・ドリームのひ とつだ とい うことを示唆 している45)。
　「読者が欲する情報」と「公共に とっての必用情報」の間にはギ ャップがある。 したがって、メデ ィ
アは読者が欲す る情報だけ流せば、責任が果たせるわけではない。情報の質 に対する責任を負 うの
が、ジャーナ リズムなのである。 しか し、その作業 を情報の供給者だけに任せてお くことはで きな
い。両者のギャップを埋め、公共に とって有用 な情報 と知識の価値判断 と選別をどのように行 うか
　　 ジャーナ リズムの現場 と研究機関、大学の双方が協力 して新 しい情報化時代のジャーナ リズム
を創出する必要がある。このための研究 と実験が、上述のコロンビア大学における試行の真意である。
　紙の新聞はいわば"情報の包み紙"にす ぎない。昨 日の新聞紙は破 り捨 てられて街角 に舞 う。 これ
は一一方通行型の既成の新聞の宿命なのであった。しか し電子新聞はデータベース として蓄積 される。
紙はいらな くな り、販売店やキオスクも不要になる。 もっとも、早朝に、 コーヒーの香 りと新聞の
インクのにおいがない と朝食 の気分がでない という人や、夕刻、ル ・モン ドを片手に、牡蠣料理店
でワインを楽 しむパ リジ ャンに とっては、紙の新聞が不要になることはないだろう。
　新聞の印刷 と販売法、紙の情報文化産業 という特殊性を背景に、様 々な新聞産業のシステム と営
業形態が開発 されて きた。 しかしなが ら、読者 にとっての新聞 とは究極 はその内容なのである。電
子新 聞の時代には、新聞は紙の製造物 ではな くなる。電子空間のなかでは無形の情報をや りとりす
るだけである。新聞の中身(コンテンツ)を紙 という製造物か ら切 り離すことで、新聞の制作から発
送、販売へいた る従来の商品形態は大き く変化する。朝刊のイン クのにおい、読み捨てたあ との包
装、古新聞の交換風景な どは、新聞が暮 らしに密着 した 日用品であることのあかしだった。 しか し
新 しい電子テクノロジー、つま りインターネ ッ トの簡便化 と拡大は既成の新聞産業の全システムを
崩壊させ、 これまでの労働集約的な新聞産業のあ りかたを変 えてゆ くだろう。
　変化はシステムだけではない。電子新聞の最大の メリットは、「民主主義の質 をより理想 に近 い
ものにすることにあ る」と、電子新聞の可能性を信 じてオンラインの実験 を重ねたナイ ト ・リダー ・
45)前掲 、 Media, Democracy and the Information Higway, pp. 3-18
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情報 メデ ィア企画室長ロジャー ・フ ィドラーは指摘す る。「新 しい情報化時代 にな り、電子新聞 と
紙の関係が切れて も、ジャーナ リズムがこれまで理想 として きた哲学やその社会的役割の原点は不
変である。正統派のジ ャーナ リズムの役割は、電子新聞時代になって も衰 えず、内容そのもの も大
き く変 わるわけではない。ジャーナ リス トが求める言論 の自由や取材の方法、執筆のあ り方は、同
じことだ」と指摘 している46)。つま り情報環境が電子化 して も、近代社会が作 りあげたジャーナ リ
ズムの理想型は変わ らないばか りか、電子時代になる と、 これまで不完全だったジャーナ リズムの
理想 によ り近いものが生まれると、フィ ドラーは考えている。ジャーナ リズムの理想は、よ り良い
デモ クラシーを追求 しようとするアメ リカン ・ドリーム と連動 しているようである47)。
最後に、 日本におけ る電子新聞の構想 を上述 した米国 と若干の比較を行 ってお きたい。近年 、
IT革命が叫ばれ る日本であるが、 イン ターネ ッ ト普及率を比較する と、シンガポール、香港、台
湾、韓 国な どアジア諸国か らも遅れつつあるとい う現実がある48)。そういうなかの 日本のジャーナ
リズム界には、新聞が電子化するためのシステム と技法 にかかわる共通のスタンダー ドを模索す る
米国のような動 向は、まだ起 きてはいない。すでに述べた通 り、電子ジ ャーナ リズム と既成 メデ ィ
アが決定的に違 うところは、「記事の複雑化」への技法転換であ り、受け手 と送 り手の双方 向性 にあ
る。基本的には、情報の一方通行のシステムしか知 らなかった既成 メデ ィア(マスメデ ィア)が、今
日の電子化 と双方向コミュニケーシ ョンの時代をどのように してサバ イバル しうるのか。 日本の新
聞は、世界の新聞産業を リー ドす る編集 ・印刷工程の高度電子化 を成 し遂げ、かつフ ァク トの単純
化 とい う記事作 りの技法(逆三角形記事スタイル)を完成の域にまで到達させた。 この ような日本の
新 聞が蓄積 してきた歴史的遺産 は、電子 ジャーナ リズムの台頭によって どう変化するか。 これを究




48)表2参 照 、 「情 報 通 信 が 切 り開 くア ジ ア 新 時 代 」lr日 本 経 済 新 聞 」2000年10月31日付
